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論文審査の結果の要旨 

 ホスファチジルコリン（以下 PC）はリン脂質の一つで、蝸牛では加齢性難聴を予防するという報告

もある。しかし PC には結合する脂肪酸によりさまざま種類があり、蝸牛におけるこれらの局在や機

能については、まだ検討がなされていない。そこで、申請者は最近開発されたより高い解像度と精

密な質量分析精度を有する質量顕微鏡を用いて蝸牛における PCの局在を検討した。 

 その結果、蝸牛において五種類の PC を検出した。それらの分布を詳細に観察すると、

PC(16:0/16:0)は骨らせん板の神経線維と蝸牛軸の蝸牛神経に、PC(16:0/16:1)はコルチ器、

PC(16:0/18:1)はコルチ器と血管条、PC(16:0/18:2)はらせん靭帯に有意差を持って局在することが

示された。PC(16:0/16:0)と PC(16:0/18:1)は嗅球の顆粒層や小脳の分子層など、神経的に可塑性

の高い部分に局在を認めることが知られており、蝸牛においても、PC(16:0/16:0)は蝸牛神経や神

経線維に、PC(16:0/18:1)はコルチ器に局在しており、神経系との関連性が示唆された。腎臓では、

PC(16:0/18:2)は近位尿細管やヘンレループ、集合管などがある髄質に局在することが知られてお

り。この部位は腎臓における K イオンが循環する部位として知られている。蝸牛のらせん靭帯には、

ギャップジャンクションで連絡された線維細胞が存在し、K イオンチャネルやトランスポーターにより

K イオンが循環している。蝸牛においても、PC(16:0/18:2)が、らせん靭帯に局在しており、イオン循

環という点で、腎臓との相同性が示唆された。 

 本研究では、質量顕微鏡を用いて、五種類のPCの蝸牛における局在を明らかにし、さらに、この

ような PC の局在の差異と蝸牛のそれぞれの部位の構造の違いとの関係にも示唆を与えた点を審

査員一同高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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